
コロナの恐怖で怯え非常事態に直面 
国も東京都もいやアメリカを初め世界中の国々が、コロ 

ナウイルスの拡散防止のために懸命に取り組んでいます。 

人の交流による拡散を封じるため外出や各種イベントや 

集会の自粛、ロックダウン＝都市封鎖、国家間では鎖国政 

策がとられ、本年７月開催の東京オリンピックも延期する 

に至っております。 

しかしコロナのパンデミックの勢いは止どまるところ 

                              を知りません。世界中の人々がコロナの恐怖に怯え、国内・ 

国外の経済活動が停滞縮小して深刻な問題を作り出して 

います。リーマンショック以上の世界的な経済危機が叫ば

れるようになっています。この先、どのようになってしまうのか？多くの人が不安に慄（おのの）いておりますので、コロナ

暴発の深因は何処にあるのか？前号に引き続いて記させていただくことにいたします。 

物・金・エゴに執着して調和と感謝の心を失った人類 

世の中には偶然というものはありません。世界中の人々を震撼させているコロナ騒動も起きるべくして起きた必然性がある

ことに注目する必要があるのです。それは現代に生きる殆どの人々が野も山も川も海も自然も地球も宇宙空間も全て、人間は

勝手放題なことが出来ると錯覚していることです。そこには無限の恩恵を受けている自然や地球や太陽そして宇宙への感謝や

調和の心は有りません。唯物的な考え方にドップリ漬かって、エゴ・物・金中心の強い者勝ちの思考が渦巻いているだけです。 

このような自然の摂理や宇宙の法則を省みることなく暴走している地球人類の行く末は、原水爆やミサイルの開発競争、地

球環境の破壊に象徴されるように、確実に破滅へ進んでいると言えましょう。それにも拘らず未だに人類はこの誤り気づかず、

年を追うごとに危機と混乱の度を拡大させ、その解決の手立てを何一つとして掴むことが出来ずにいます。 

コロナ危機発生の奥には宇宙のご意図が働いている 

この救い難い危機に際し、人類はもとより総ての生物、自然も地球も救おうとされる大いなる宇宙のご意図が働いて、今の

度のコロナウイルスの危機が発生しているのです。厳しい見方かも知れませんが、コロナに端を発する世界経済と秩序の崩壊

が始まっているのです。それは左上の図解のように光透波の字割をするとコロナウイルスの深意が鮮明に浮かび上がってくる

ことにより理解出来るのです。「コロナウイルス」→「コロナ」＝「５６７（ミロクの意味）」。「ウイルス」＝「宇意留主」→

「創造主の宇宙の意（こころ）が留まる」と読み解けるのです。 

何事も時の法則によって支配されて移り変わってゆくものです。その時の流れを無視したら滅びの道を歩むことになるので

す。現代人は気づかずにいますが文字・言葉の奥には真理が秘められています。「Ｕ」の字はアルファベットの２１番目です。

Ｕの字は「２１世紀はＵターン」の時代であることを意味しているのです。何のＵターンでしょうか？それは過去三千年間に

わたって人類が歩んできた物質中心の時代から、遠い私達の先祖が生きた精神性豊かな時代へのＵターンを意味しているので

す。それをスピリチャルの世界では「体主霊従から霊主体従」への時代と表現しているのです。そして「令和」の元号は「令

和＝レイワ＝霊和」、人類が「霊性と和す」建替え建立て直しの時代を迎えていることを意味しているのです。 

「令和」は浅薄な人智の過信に気づかねばならない時代です 

宇宙から比べれば浅薄この上ない人智を過信して時代の大きな変遷に気づかない人類に対し、宇宙の大いなるご意図が発動

して、この度のコロナウイルスの問題が起きているのです。令和の元号で初めての一月に降って湧いたように世界中に拡散し

甚大な危機と苦悩をまき散らしているコロナは、人々の心が物・金・エゴから調和と感謝の霊性豊かな心に革まってゆくよう

にとの、宇宙からの警告であり導きなのです。人々がこのことに気づけばコロナは根本的に解消するのです。 [２面に続く] 

令和２年 ４月 １０５号 

号  

５６７＝ミロク＝弥勒＝理想世界

６６６＝３６９＝５６７→ミロク

コ ロ ナ ウ イ ル ス

５ ６ ７ 宇 意 立 主

理想世界の宇宙の心、創造主が立っている
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「光の言葉で原点回帰 全ての人が救われる道」 宿谷直晃著 でくのぼう出版から発行  

電話０４６７－２５－７７０７、お取り寄せください。ネットでの購読も出来ます。 



●「言霊ワクワク塾」 （第１１０回 光透波セミナー） 

●日   時     ４月２３日（木） ＰＭ１：３０～ＰＭ４：４５       

●場   所     神明いきいきプラザ   集会室 Ｄ（４F） 東京都港区浜松町１－６－７ 

●演   題   「字割のポイントと天鏡図」       ＪＲ浜松町（北口）地下鉄大門（Ｂ１）徒歩４分 

●講   師     宿  谷  直  晃                             ●参 加 費   ３,０００円 

● 名古屋 光透波講座 

●日   時   ４月 ６日（月）   ＡＭ１０：００～ＰＭ１：００     和 や か 会 

●日   時    ４月１２日（日）  ＰＭ １：３０～ＰＭ４：３０     和 や か 会 

●日   時    ４月１３日（月）   ＰＭ １：３０～ＰＭ４：３０      基礎講座  第６回 

●日   時    ４月２７日（月）   ＰＭ １：３０～ＰＭ４：３０      基礎講座  第７回  

●場   所   光透波サロン   名古屋市名東区香南      ●参 加 費  各３,０００円 

●講    師     堀 尾 君 子   ※問合わせ先 堀尾君子 ０９０－８４９９－５９８９ 

●光透波字割実践会 

●開 催 日     ４月２日（木）    ４月１９日  両日とも以下の通り実施いたします。 

●開講時間    ①ＡＭ１０：００～ＰＭ ０：００  

            ②ＰＭ １：００～ＰＭ ３：００ 

            ③ＰＭ ３：３０～ＰＭ ５：３０ 

            ④ＰＭ ７：００～ＰＭ ９：００ 

●場   所     けんちゃんハウス  名古屋市熱田区旗屋２－１６－４  磯部宅 

                    地下鉄神宮西口④番出口 徒歩５分 

●参 加 費     各レッスン ３、５００円   ２レッスン以上は割引あり  

●講    師      磯 部 賢 一   ※ 予約必要。問合わせ先 磯部賢一 ０９０－９１９９－０２４８ 

[１面より続く]  明るく生きる指針を与えてくれる言霊学・光透波 

「コロナウイルスはエネルギー体である。必要なところに現れ、必要のないところでは消える」という識者がいます。どう

いう所に現われるかというと不安・恐怖で一杯のところということです。人類の霊性開花の悪役として宇宙のご意図によって

出現したコロナは不安・恐怖が幻想であることの気づきを学ばせてくれているのです。 

不安・恐怖というものは、物・金・エゴの執着心があるから生じるのです。霊性に目覚めれば人類は不安と恐怖が幻想であ

ることに気づくのです。コロナは人々に気づきを与える悪役だったのです。 

文字の奥に秘められた真理を読み解く光透波は、この変革の時代に明るく陽気に生きる道標として言霊の国・日本に産まれ

た文字の言霊学であり哲理なのです。詳しくは上記案内の各光透波セミナーへ・・・・面白いですよ。 

 

※ お知らせ コロナウイルスによる自粛要請、諸般の事情により毎月開催してきた橘樹神社神社でのセミナー

及び、和の音交流館での光透波講座は、暫し中止させていただきます。  事務局 

 

       

   ４月  光透波セミナーのご案内 

     光透波サロン  名古屋市名東区香南１      堀 尾  君 子 

        メールアドレス  s8910kimiko@yahoo.co.jp            ０９０－８４９９－５９８９ 

名古屋   名古屋市熱田区旗屋 2-16-4        磯 部  賢 一   

メールアドレス    isobekk50@yahoo.co.jp               ０９０－９１９９－０２４８ 

東 京   東京都品川区小山６－１９－５    宿 谷 直 晃 

メールアドレス  syu98-8do8@mbr.nifty.com         ０９０－２４４７－２０３７ 

事務局 ホームページ   http://kotohawanokai.web.fc2.com 
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